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このニュースレターは、転送、引用、大歓迎です！その際には、出典を明記していただけるとありがたいです。 1 

こ
れ
ま
で
の
『
そ
う
じ
の
力 

全
国
大
会
』
を
振
り
返
る 

～
お
客
様
企
業
の
地
道
な
取
り
組
み
に
頭
が
下
が
り
ま
す
～ 

お
か
げ
さ
ま
で
、
本
誌
は
今
回
で
２
０
０

号
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
う
し
て
弊
社
が
続
け
て
こ
れ
た
の
も
、

お
客
様
企
業
が
地
道
に
取
り
組
み
、
結
果

が
出
て
い
る
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。 

そ
こ
で
今
回
は
、
お
客
様
企
業
が
一
堂
に

会
す
る
合
同
勉
強
会
で
あ
る
『そ
う
じ
の
力 

全
国
大
会
』を
、
か
な
り
駆
け
足
に
な
り
ま

す
が
、
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。 

第
一
回
は
、
二
〇
一
二
年
に
、
東
京
都
の

(

株)

小
河
原
建
設
に
て
開
催
し
ま
し
た
。 

同

社

は
、
『東
京

一
キ
レ
イ

な

現

場
』

を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲

げ
、
一

日

五
回
の
掃

除
を
実
践

し
、
「素
足

で
歩
け
る

現

場
」を

実
現
し
て
い
ま
す
。 

キ
レ
イ
な
現
場
が
評
判
を
呼
び
、
現
場
の

ご
近
所
さ
ん
や
既
存
客
の
ご
紹
介
で
、
業
績

を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。 

第
二
回
は
、
二
〇
一
三
年
、
岐
阜
県
の
鋳

造
業(

株)

マ
ツ
バ
ラ
に
て
開
催
。 

火
花
と
粉
塵
の
舞
い
散
る
鋳
造
工
場
で
、

当
初
は
積
も
っ
た
粉
塵
で
床
面
が
見
え
な

か
っ
た
工
場
が
、
床
面
が
光
っ
て
見
え
る
く

ら
い
に
キ
レ
イ
に
な
り
ま
し
た
。 

活
動
を
通
じ
て
人
材
が
育
ち
、
熱
心
に
そ

う
じ
に
取
り
組
ん
だ
若
手
が
今
、
係
長
ク
ラ

ス
に
昇
格
し
て
工
場
を
引
っ
張
っ
て
い
ま
す
。 

第
三
回
は
二
〇
一
四
年
、
福
井
県
の(

有)

フ
ァ
イ
ン
。
特
殊
印
刷
の
小
さ
な
会
社
で
す
。 

当
初
、
イ
ン
ク
ま
み
れ
だ
っ
た
床
面
や
デ

ス
ク
、
機
械
は
丁
寧
に
イ
ン
ク
が
除
去
さ

れ
、
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
か
れ
て
い
ま
す
。 

『赤
ち
ゃ

ん
が
這

い

回
れ
る
工

場
』を
目
標

に

掲

げ
、

今
で
は
何
の

問
題
も
な

く
、
赤
ち
ゃ

ん
が
這

い

回
る
こ
と

が
で
き
ま

す
。 活

動
を
通
じ
て
、
社
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
良
く
な
り
、
も
と
も
と
明
る
か
っ
た

社
内
が
、
さ
ら
に
明
る
く
な
り
ま
し
た
。 

第
四
回
は
二
〇
一
五
年
、
島
根
県
益
田

市
で
、
自
動
車
教
習
所
の
Ｍ
ラ
ン
ド
、
仕
出

し
給
食
の(

株)

益
田
ク
ッ
キ
ン
グ
フ
ー
ズ
、
そ

し
て
バ
ス
運
行
会
社
で
あ
る
石
見
交
通(

株)

の
三
社
合
同
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

Ｍ
ラ
ン
ド
は
、
も
と
も
と
「掃
除
を
す
る

教
習
所
」と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
の
で
す
が
、

そ
れ
は
一
部
の
社
員
の
活
動
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
今
で
は
、
全
社
員
が
参
加
す
る

活
動
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

石
見
交
通(

株)

で
は
、
経
営
の
三
本
柱
の

一
つ
に
、
こ
の
「そ
う
じ
の
力
」を
据
え
て
、
子

会
社
を
含
め
て
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

活
動
か

ら
人
材
が

育

ち
、
委

員
会
メ
ン

バ
ー
が
い

ま
や
部
長

ク
ラ
ス
と

な
っ
て
会

社
の
中
心

に
な
っ
て
い

ま
す
。 

第
五
回
は
二
〇
一
六
年
、
香
川
県
で
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
西
村
ジ
ョ
イ(

株)

と
、
設

備
工
事
会
社
の
後
藤
設
備
工
業(

株)

の
共
催

と
な
り
ま
し
た
。 

後
藤
設
備
工
業
は
、
活
動
を
通
じ
て
事

務
所
や
倉
庫
が
整
理
・整
頓
さ
れ
た
の
で
す

が
、
さ
ら
に
推
し
進
め
て
、
社
屋
を
建
て
直

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

新
社
屋
は
、
全
面
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
で
、

書
類
や
道
具
が
オ
ー
プ
ン
な
状
態
で
機
能

的
に
収
納
で
き
る
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

西

村

ジ
ョ
イ
は
、

ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
業

界
で
は
不

可
能
と
言

わ
れ
て
い

る
「倉

庫

在
庫
ゼ
ロ
」

に
チ
ャ
レ
ン

ジ

し
、
現

状
、
完

璧

で
は
な
い
も
の
の
、
ほ
ぼ
実
現
し
て
い
ま
す
。 

第
六
回
は
二
〇
一
七
年
、(

株)

小
河
原

建
設
で
二
回
目
の
開
催
。 

第
七
回
、
二
〇
一
八
年
は
、
埼
玉
県
の
農

業
資
材
の
小
売
お
よ
び
農
産
物
直
売
所
の
、

(

株)

小
池
勝
次
郎
商
店
で
の
開
催
。 

活
動
を
通
じ
て
、
当
時
新
入
社
員
だ
っ
た

女
性
が
リ
ー
ダ
ー
に
育
ち
ま
し
た
。 

第
八
回
は
二
〇
一
九
年
、
再
び(

有)

フ
ァ

イ
ン
で
の
開
催
。
そ
し
て
、
二
〇
二
〇
年
と

二
〇
二
一
年
は
、
残
念
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

こ
う
し
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
ど
の
お
客

様
企
業
も
、
「続
け
る
」こ
と
を
通
じ
て
、
会

社
を
良
く
し
て
い
っ
て
い
ま
す
。
地
道
な
取

り
組
み
に
、
本
当
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。 

ち
な
み
に
今
年
は
、
六
月
二
四
日(

金)

に
、
兵
庫
県
丹
波
市
の(

株)

森
田
石
材
店
で

第
九
回
を
開
催
し
ま
す
。
お
客
様
企
業
以

外
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
も
可
能
で
す
。

（経
営
者
に
限
定
さ
せ
て
頂
き
ま
す
）ど
う

ぞ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。  

 

（小
早
） 

２
０
０
号
記
念 

VOL.200 

部門横断でバスをそうじする（石見交通） 

清潔で整然としたファインの工場全景 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
研
修
や
講
演
を
承
り
ま
す
。
目
的
や
対
象
者
に
応
じ
て
、
時
間
や
内
容
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

素足で歩ける小河原建設の建築現場 

「倉庫在庫ゼロ」の西村ジョイの倉庫 

以前のマツバラの工場床面 

現在のマツバラの工場床面 

https://www.soujinochikara.com/
https://www.soujinochikara.com/newsletter-backnumber/
https://peraichi.com/landing_pages/view/sc-onlineseminar?_ga=2.118923151.723854818.1645406583-700725011.1643956453
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株式会社そうじの力 

  そうじで組織と人を磨く、ああああああ

ああ 日本で唯一の研修会社 

弊社は“そうじ＝環境整備”を通じ

た「企業風土改革」を支援します。 

講義、実習、チームミーティング、

計画作り、現場検証を通じて、社長と

社員の意識改革を図り、健全な企業風

土作りをお手伝いします。 

支援期間は1年から。毎月1回訪問を

原則としますが、状況とご要望に応じ

て、プログラムをオーダーメイドしま

す。また各種団体向けの講演のご依頼

も受け付けております。（全国対応） 

そうじの力だより第200号 2022(令和4)年3月1日発行 発行者：小早 祥一郎（株式会社そうじの力 代表取締役） 

〒370-0078 群馬県高崎市上小鳥町307-1 TEL:050-3709-2333 FAX：050-6868-2721 メール：info@soujinochikara.com 
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にて、最新情報配信中！ 

そうじの力 

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
、
『環
境
整
備 

一
日
一
言
』を
毎
日
更
新
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
フ
ォ
ロ
ー
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！ 

このニュースレターは、転送、引用、大歓迎です！その際には、出典を明記していただけるとありがたいです。 

VOL.200 

編集後記 

群馬の雪 

 東京から群馬県高崎市に移住してきて、14年ほどが経

ちます。群馬の良いところはたくさんありますが、ひとつ

は、自然が豊かなこと。 

 ただ、他県の人からはよく

誤解されるのが、「冬は雪深

いんでしょ？」ということ。 

 確かに県境の山間部はス

キー場もある豪雪地帯です

が、高崎や前橋など平野部

は、実はほとんど雪は降りません。 

 先日、うっすらと積もった雪も、とても久しぶりで、童心

に返って、ちょっとはしゃいでしまいました。    （小早） 

これまでの読書から 整理・整頓・清掃の参考本 

～偉大なる先達たちの知恵～ 

 今回は本誌の200号記念なので、私が

この「整理・整頓・清掃を通じた組織活性

化」の仕事をするにあたって、参考にさせ

ていただいた本を、駆け足ですがご紹介

いたします。 

 まずは、辰巳渚著

『捨てる技術』です。 

 タイトルどおり、モノ

を捨てることに関し

て、どのように考えて

どのように捨てるか

を事細かに解説した

本です。「ここまでや

るか！」というくらい

に徹底しています。 

 「“とりあえずとっておく”は禁物」「おそ

らく“いつか”はこない」「あなたが死ねば

みんなゴミ」「持っているモノはどんどん

使う」「目についた、まさにそのときが捨

てどき」「読まずに並んでいるだけの本

は、“聖域”視せず、見ないで捨てよう。

“いつか”読もうなんて思っても、どうせ

読まないで終わるはずだからだ。」などな

ど、刺激的な教訓のオンパレードです。 

 次は、イエローハッ

ト創業者で、「日本

を美しくする会」の相

談役、鍵山秀三郎

著『ひとつ拾えば、

ひとつだけきれいに

なる』です。そうじを

通じて「心を磨く」と

はどういうことか、を

気づかせてくれま

す。心に突き刺さる言葉の宝庫です。 

 「できそうにない特別なことばかり追い

かけるよりも、誰にでもできる平凡なこと

を少しずつでも積み重ねていけば、とて

つもなく大きな力になることを知るべきで

す。」「具体的には足元のゴミを拾う実践

から始めることです。ゴミを目にしたら、

腰をかがめてサッと拾う。この実践を続

けているだけで、気づきに対する直観力

が研ぎ澄まされてきます。」「言動と行動

をまったく一致させることはできなくて

も、できるだけ近づける努力はしなけれ

ばなな りません。『い っているこ と』と

『行っていること』が限りなく近い人、この

人が『本物人間』です。」深いです。 

 そして最後は、かつて多くの社長から

「師」と仰がれ、今でも多くの経営者に崇

拝されている経営コンサルタント、一倉定

著『経営の思いがけないコツ』です。 

 その指導の中で、

経営計画書と並ん

で重要視されたの

が、環 境 整 備（規

律、清潔、整頓、安

全、衛生）です。 

「環境整備の効果

は、計り知れないほ

ど 広 範 囲 で、し か

も、底 が知 れない

のである。」「何しろ、社員の人間性が

まったく変わってしまうという普通では考

えられないような奇跡的なことが、次々

と起こってくるのである。」「武芸でも芸事

でも、大工でも左官でも丁稚奉公でも、

いやしくも、それが大切なことである限

り、水くみ、薪割などとならんで、修業の

第一歩は常に“掃除”だった。」 

 先達のこうした偉大な知恵の結晶を、

私もまだまだ勉強中です。    （小早） 

飛鳥のつぶやき 

世界共通トピック？ 

 最近の次男のブームの

絵本はこれ（→）。動物たち

がひたすらう○ちするだけ

の話なのですが、一人で

キャーキャー言いながらめ

くっています。 

 小学生がう○ち大好きな

のは知っていましたが、まさか２歳児をも魅了すると

は…。 

 しかし、う○ちのパワーはすごいですね。万国共通老若

男女問わず、これ以上一番人を笑顔にさせるキーワード

はないなんじゃないかな？異論は認めます(笑)。（大槻） 
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